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11 月図書館展示 イギリスの児童文学 

 

 『不思議の国のアリス』、『ナルニア国物語』、『指輪物語』などは子どもの頃に一度は読

んだ事がある本ではないでしょうか？最近では『ハリーポッター』が大変有名で新作を待

ち遠しく思いながら読んだ記憶も新しいかと思います。 

児童文学には絵本、童話、昔話、ファンタジー、童謡、詩、戯曲などのジャンルがあり

ます。今回その中から、ファンタジーに属する『不思議の国のアリス』『ナルニア国物語』

の少々珍しい資料を展示します。 

ルイス・キャロル、挿絵画家テニエルに関する解説は外国語学部教授の高木眞佐子氏に

お願いいたしました。 

杏林大学井の頭図書館 2016.11. 

 

 

 

ルイス・キャロル(1832-98)のこと 

 

外国語学部教授 高木眞佐子 

 

『不思議の国のアリス』と言えば誰でもが名前は聞いたことがある作品だろう。その作

者であるルイス・キャロル (本名チャールズ・ラトウィッジ・ドジスン) もまた、かなり一

般に浸透している名前と言える。しかしルイス・キャロルが 19歳でオクスフォード大学ク

ライスト・チャーチに入学し、数学と文学で博士号を取り、数学の講師をしながら終生オ

ックスフォードで暮らしたことを知っている人は少ないかもしれない。オックスフォード

こそアリスの故郷であり、アリスの世界を生んだ地であった。現在ではクライスト・チャ

ーチの真向かいには「アリスの店」Alice's Shopが店を構え、その隣には「アリスのティー

ルーム」Alice's Tearoom というカフェが軒を連ねる。今日もそれらの場所が大勢の日本人

観光客でにぎわっていることは言うまでもない。  

この『不思議の国のアリス』は、キャロルがアリス・リディルという少女のために作っ

た 童話だと言われている。当時の最新技術であるカメラを使って幼女を数多く撮影した写

真が残っていることもあって、キャロルとロリータ・コンプレックスを結びつける解釈が

盛んに唱えられた時期がある。しかし最近の研究は、キャロルが性愛の対象として少女を

好んだという解釈にはむしろ根拠が薄いとしている。結局キャロルは、そのナンセンスと

言葉遊び、そしてファンタジーという作風から身近な少女を主人公に選んだということな

のだろう。  

筆者が中学時代に出会った教科書の一節にキャロルが作った「せいうち、大工とふたり
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連れ」という詩があった。『不思議の国のアリス』Alice in Wonderlandに出てくるお話だ、

という解説がついていたが、実際は続編にあたる『鏡の国のアリス』Through the 

Looking-Glass に出てくる詩で、マザー・グースにも登場するトウィードル・ダムとトウィ

ードル・ディーがアリスに暗唱してくれる場面がある。「不思議の国」はトランプの世界で

あるのに対して「鏡の国」はチェスの世界である。 

「せいうち、大工」は一体どんな詩なのだろう。筆者がこの詩に出会ったのはまだ小学

生のころ、英語ではなく日本語であった。「せいうち大工と浜辺をふたり、近いところを歩

いていった」、「ふたりはこんなにどっさり砂を、見るのはつらいとさめざめ泣いた」、「砂

をすっかり とりのけたなら、なんとすてきな眺めだろうな」、「おとめ 7人柄ぞうきん 7本、

半年がかりで掃いたとしたら」、「『いったい君は』とせいうちが言う、『キレイになると考

えるかね』」、「『怪しいものさ』と大工は答え、苦い涙をはらりとこぼす」。このまったく意

味が感じられない会話に、筆者はなぜかわくわくしてしまったのだ！ その後、なぜか牡

蠣を引き連れて浜辺を行進しはじめるせいうちと大工。長い道のりを歩かされて不安に思

い始める牡蠣たち。最後にせいうちと大工はそんな牡蠣を残らず平らげてしまう…。詩を

朗読し終わった後に、せいうちと大工のどちらがよりたくさんの牡蠣を食べたか議論を始

める、ダムとディーと、そしてそれに当惑するアリス。ナンセンスをそのまま面白いと思

わない人に、そのわくわくする不思議な感覚を伝えることは難しい。この詩に初めて出会

った小学生当時の筆者とて、別に何を理解していたわけでもない。ただただ、そのわけの

わからない言葉の 響きの面白さ、そしてリズムの良さに触れていることそのものが楽しく

て、アリスの世界に浸っていただけなのだ。 

ところで、『アリス』翻訳の歴史を振り返ってみると、改めて「アリス文学」の奥深さを

痛感する。これは「ジャバーウオッキー」の高橋康也訳と柳瀬尚紀訳、そして岡田忠軒訳

を比較するまでもない。ナンセンスとだじゃれに満ちあふれたこの翻訳に挑戦した日本人

の訳者、主な方だけで 20人はいるのだが、血と汗にじむ並々ならぬ苦労をしたことがしの

ばれる。筆者にはこんな破天荒な作品を訳す度胸も能カもとてもないけれど、その作品を

愛する心にはせめて近づきたいものだ。 

さて、キャロルの言葉遊びのセンスには独特のものがある。ドジソンがアリスという少

女と創りあげた空想世界の産物だけだったのではないだろう。大人との普通の交流の中で

生まれるちょっとした子供らしい誤解、そんな言葉遊びがキャロルの造語の中にはふんだ

んに含まれている。一例が「鏡の国」を歩き回っている「Bread-and-Butterfly」だ。「ちょう

ちょはなぜ「ちょうちょ」って言うの?」そんな言葉を覚えて間もない、幼い子供の声が聞

こえてきそうではないか。Butterfly はなぜ butterfly なのか? 蝶は飛ぶ(fly)から Fly である。

しかし、Butterflyとは? 子供は自分なりの頭で考えるだろう。これは、バターが飛ぶという

に違いない、と。でもぬるぬるしたバターだけが飛ぶのはおかしくないのだろうか? バター

が付いているパンが飛ぶのであればおかしくはないが ? そんな発想から、

Bread-and-Butterfly は生まれるのだ。ところが、Butterflyという単語を思い浮かべずに、「バ
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ター付きパンフライ」という虫が登場してきても、大して面白くはない。翻訳ではじめて

アリスの世界に触れた筆者が、ほどなく英語に興味を持ったのはきっと偶然ではなかった

のだと思う。はじめて「バター付きパンフライ」を読んでから「なぜバター付きパンフラ

イがそんなに面白いのだろう」という疑問がきっと長いこと、無意識のうちに頭の中にあ

ったのに違いないのだ。キャロルのナンセンスな言葉遊びの数々は、そうした根本的な言

葉への興味につながるヒントを、種子として頭の中に撤いてくれる、そんな作用があった

ように思う。 

 

挿絵画家 ジョン・テニエル John Tenniel (1820-1914) 

 

ロンドン生まれ。ダンスとフェンシング教師の息子として生を受ける。1840 年、二十歳

のとき父親とフェンシングをしていて片目を失明した。ロイヤル・アカデミーの教室に通 

ったことはあるものの、ほとんど独学で絵を習得。1850 年、風刺漫画誌『パンチ』の専属

画家に。1864年に前任のジョン・リーチのあとを受け、1901年に引退するまで政治漫画家 

のチーフとして活動した。その政治風刺の画風はヴィクトリア朝英国社会に大きな影響を 

及ぼし、テニエルは 1893年にグラッドストンによってサーの称号を得るまでになった。 

 キャロルは最初、『不思議の国のアリス』(1865年)の挿絵を、後にウィリアム・モリスら

とともにアーツ・アンド・クラフツ運動を進めることになる画家ウォルター・クレイン 

(1845-1915) に頼むつもりだったらしい。しかしクレインの予定が立たなかったためにテニ

エルが担当することになった。続編『鏡の国のアリス』(1872年)はテニエルが手がけた単行

本としては最後の作品である。テニエルは他にミルトンやポーの詩片に挿絵を描いたり、 

シャーリー・ブルックスの本を制作。ロイヤル・アカデミーには油絵も出品するなど正統

的な画家としての活動も行なっていた。しかし今やアリスの挿絵画家としてあまりにも有 

名である。 

 

展示作品リスト 

(1)キャロル、ルイス『不思議の国のアリス』刺線製本  

(2)キャロル、ルイス『鏡の国のアリス』 刺編製本 ロンドン: マクミラン社、1872年  

Carroll, Lewis. Alice's Adventures in Wonderland. Through the Looking Glass and What Alice 

Found There. London: Macmillan, 1872. (杏林大学図書館所蔵:) 

 

1872 年当時の製本のまま。テニエルの挿絵を再現した美しい刺編を施したベージュの布で

表紙 の装丁をしたのは、バースに位置する Cottage Binderyという本の装丁の専門店。子供

向けの美 しい装丁本を作ることでは現在でも定評がある。ハーフ・タイトル (タイトル・

ページの前の右 側ページで、書名のみを記したもの)が当時のスタイルのままで綴じこまれ

ている。『不思議の国のアリス』にはテニエルの挿絵が 44点、『鏡の国のアリス』には同じ
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く 50点含まれている。 小口部分(洋装本の背表紙を除く三方) には金箱が施されている。 

 

(3)『不思議の国のアリス』『鏡の国のアリス』の挿絵 （復刻） 

Sir John Tenniel's illustrations to Lewis Carroll's Alice's adventures in Wonderland & Through the 

looking-glass : ninety-one prints from the original wood blocks engraved by the Brothers Dalziel 

from drawings by Sir John Tenniel & one print from an electrotype. 

London : Macmillan Publishers , 1988 (杏林大学所蔵) 

 

 

「ナルニア国物語」 

イギリスの作家 C・S・ルイスの七巻（1950～56）のファンタジー童話の総称名。第一巻『ラ

イオンと魔女』で、4人の子供が、疎開した田舎（いなか）の屋敷の洋服だんすを通って行

った別世界ナルニア国へ、続巻で何度も往復、その興亡史に深くかかわる。『魔術師の甥（お

い）』でナルニアの誕生、『最後の戦い』でその消滅が語られる。アスランというキリスト

に似たライオンがその国を悪から救済したりして、全編にキリスト教色は濃厚だが、物語

性に富み、イメージが明快、描写が簡潔で、多くの子供読者に歓迎されている現代児童文

学の最高傑作の一つ。最終巻でカーネギー賞受賞。 

  [吉田新一] 

引用：日本大百科全書（ニッポニカ）, JapanKnowledge, http://japanknowledge.com, (参照 

2016-10-29) 

 

 

ルイス、C. S.  Clive Staples Lewis イギリス 1898.11.29-1963.11.22 

 

イギリスの学者，批評家，作家。北アイルランドのベルファストに事務弁護士の次男と

して生まれる。幼いころから空想癖，孤立癖が強く，家に備えてあった本を乱読するかた

わら，兄と架空の国をつくり，そこに住まう擬人化された動物の物語を５歳ごろから書き

始める。また，そのころから彼方（かなた）への〈憧れ（ゼーンズーフト）〉をもち，〈け

っして満たされることのない渇望〉としての〈喜び（ジョイ）〉をすでに体験している。ル

イスという宗教作家，批評家の核に住まう〈想像する人間〉は，具体的なイメージを大切

にしつつ，それを寓意（アレゴリー）としてその先に広がる宗教的ファンタジーの世界を

偏愛したが，その資質はすでに幼年期に形成されたといってよい。すべてに個人的，想像

的な反応をみせずにおれないこの資質は，その後母の死によるいっそうの孤立，劣悪な寄

宿学校がもたらす集団生活への恐怖を通して尖鋭（せんえい）化し，ロマン派の詩人やモ

リス，イェイツ，マクドナルドなどの読書により助長されていく。 

 1916 年，オクスフォード大学のユニヴァーシティ学寮に合格，１年余りの兵役を挟んで
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23 年卒業，25～54年まで，モードリン学寮の英語・英文学の特別研究員（フエロー）を務

め，講義と学生の個人指導に当たる。その間，31 年９月兄のオートバイのサイドカーに乗

って自然動物園にいく途中でキリスト教に回心，33 年には幼い日の〈憧れ〉がついに〈真

の実在〉にたどりつくまでの自らの思想遍歴を寓意（ぐうい）風の夢物語として綴った『天

路逆行』The Pilgrim's Regressを出版する。これが宗教的著作の始まり（詩集はそれまでに

２つ出版している）で，彼は今日に至るまで主としてこの方面で一般読者の根強い人気を

博するようになる。 

 学者の業績として特筆さるべきは，宮廷風恋愛と寓意形式という中世文学の二大伝統を

スペンサーの『妖精（ようせい）女王』まで丹念に追うことで自らの資質を学問的に開花

させた『愛とアレゴリー』The Allegory of Love（1936）で，これはのちにゴランツ賞を得た

英文学研究の一大金字塔である。そのほかの英文学関係の研究書としては，『楽園喪失』に

おけるミルトンの人工的な文体を擁護し，サタンを主人公とみる読み方を批判した『〈楽園

喪失〉研究序説』A Preface to "Paradise Lost”（42），中世とルネサンスとのつながりを重視

した該博な『16世紀英文学史』English Literature in the Sixteenth Century, Excluding Drama（54），

『オクスフォード・イギリス文学史』第３巻），近代人が廃棄してしまった宇宙についての

イメージが中世文学の理解に不可欠だと説く『廃棄されたイメージ』The Discarded Image（64）

とその姉妹版『語の研究』Studies in Words（60），一種の読者論ともいうべき『批評におけ

る一つの実験』An Experiment in Criticism（61）などがある。 

 しかし，彼の名声を高からしめたのは，『悪魔の手紙』The Screwtape Letters（42），『キリ

スト教の精髄』Mere Christianity（52），『奇跡論』Miracles: A Preliminary Study（47），『四つ

の愛』The Four Loves（60）といった護教論で，『沈黙の惑星を離れて』Out of the Silent Planet

（38）以下 SFもの３部作や，『ライオンと魔女』The Lion, the Witch and the Wardrobe（50）

から『最後の戦い』The Last Battle（56，カーネギー賞）に至る７編の児童文学《ナルニア

国年代記》The Chronicles of Narniaの類いはそのフィクション版といってよい。こういう宗

教家としての活躍が学者としての出世を妨げたが，55 年ついにオクスフォードを去り，ケ

ンブリッジの中世・ルネサンス文学の初代教授に就任し，死の直前までそのポストにあっ

た。彼にはほかに『喜びのおとずれ』Surprised by Joy（55）と題する極めて興味深い自伝が

ある。 

（玉泉八州男） 

引用：デジタル版 集英社世界文学大事典 JapanKnowledge, http://japanknowledge.com, (参照 

2016-10-29) 

 

 

(4) クライブ・ステーブル・ルイス『ライオンと魔女』  

C. S. Lewis. The lion, the witch and the wardrobe. London : Bles , 1950 （杏林大学所蔵） 

 


